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（１）有明海沿岸道路の概要及び整備効果 

１）有明海沿岸道路の概要 

有明海沿岸道路は、福岡県大牟田市から佐賀

県鹿島市をつなぐ約 55km の自動車専用道路

で、平成 6 年 12 月に地域高規格道路の計画路

線に指定され、高規格幹線道路などを補完し、

地域の発展の核となる都市圏の育成、地域相互

の交流促進、広域交通拠点との連結に役立つ道

路である。 

大牟田市、みやま市、柳川市、大川市、佐賀

市、鹿島市などの有明海沿岸の都市群を連携す

ることにより、地域間の連携や交流促進を図る

とともに、一般国道 208 号等の交通混雑緩和

と交通安全の確保を目的として計画された道路

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業の概要 

評
価
対
象
区
間
Ｌ
＝
２
７
．
５
ｋ
ｍ

▲有明海沿岸道路の位置図 

▲有明海沿岸道路（全線）の概要 
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２）有明海沿岸道路の整備効果 

 

 

 

 

 

 

○有明海沿岸道路沿線には大牟田市、柳川市、佐賀市、鹿島市といった主要な都市が存在しており、大牟

田 IC から大川中央 IC 間が一般道路区間を活用して暫定供用したことで、大牟田市から鹿島市までの所

要時間は整備前の 2 時間 35 分から 2 時間 10 分へと約 25 分短縮した。 

○有明海沿岸道路の全線整備により大牟田市から鹿島市までの所要時間は 1 時間 40 分となり、整備前と

比べ約 55 分短縮され、地域の発展の核となる都市間の連携、地域相互の交流促進が期待できるととも

に交通拠点間のアクセス性が改善され、利用圏の拡大や物流の効率化が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性１：地域間の交流・連携の支援 

2 時間 35 分 
(155 分) 

2 時間 10 分 
(130 分) 

1 時間 40 分 
(100 分) 

有明海沿岸道路の整備により沿線の各主要都市間の所要時間が短縮し、地域間の交流連携支援

に寄与することが期待できる 

▲沿線都市間（市役所・支所間）の所要時間の変化 

▲物流拠点間（佐賀空港・三池港間）の所要時間の変化 

（資料：Ｈ17道路交通センサス）

（資料：Ｈ17道路交通センサス）

【有明海沿岸道路の旅行速度】

現況（暫定２車線） ：V=60km/h

将来（暫定２車線） ：V=70km/h

一般道路部 ：V=40km/h

※現況（H21）、将来（H42）の所要時間は H17 道路交通センサスを基に算出 

※現況（H21）、将来（H42）の所要時間は H17 道路交通センサスを基に算出 
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○有明海沿岸道路の整備により沿線都市間や佐賀空港や三池港などの広域交通拠点へのアクセス性が向上

し、地域都市間の交流促進、流通の活性化や観光客の増加、通勤や買い物、レクリエーション活動等の

行動範囲の拡大など通じて沿線地域が一体となった活力ある地域づくりの支援に寄与することが期待で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性２：活力ある地域づくりの支援 

有明海沿岸道路の整備により沿線都市間や広域交通拠点へのアクセス性が向上し、物流・観

光・通勤・買物等の面で沿線地域が一体となった活力ある地域づくりの支援に寄与することが期

待できる 

▲有明海沿岸道路の沿線地域と広域交通拠点 
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（２）対象事業の概要 

１）事業概要 

福岡県内においては、「大牟田高田道路」と「高田大和バイパス」と「大川バイパス」の３つの事業を一

体として整備を進めている。 

※本事業は、当面暫定２車線として整備を行うものである。 

▼大牟田高田道路・高田大和バイパス・大川バイパスの事業概要 

道路名 延長 区 間 備 考 

H11 年度事業化 
大牟田高田道路 8.6km 

(自)大牟田市新港町 

(至)みやま市高田町黒崎開 H20.3.29 自動車専用道路部（L=6.7km）供用（2/4） 

S63 年度事業化 

高田大和バイパス 8.9km 
(自)みやま市高田町黒崎開

(至)柳川市大和町徳益 
H20.3.29 自動車専用道路部（L=3.1km）供用（2/4） 

H21.3.14 自動車専用道路部（L=2.0km）供用（2/4） 

H20.3.29 一般道路部（L=3.8km）供用 

H5 年度事業化 

H12 年度事業化（延伸） 
大川バイパス 10.0km 

(自)柳川市大和町徳益 

(至)大川市大野島 H20.3.29 自動車専用道路部（L=2.4km）供用（2/4） 

H20.3.29 一般道路部（L=5.8km）供用 

合 計 27.5km   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）道路の諸元 

道路規格 第１種第３級（自動車専用道路）

設計速度 Ｖ＝８０ｋｍ／ｈ

車線数 ４車線（暫定２車線）

２０．５ｍ（暫定：１０．５ｍ）

［１９．５ｍ］（長大橋）

計画交通量 ①２１,０００台/日，②２０,７００台/日，③２２,２００台/日

幅　員

※一般部は県及び市が整備 

自動車専用部（暫定２車線）

自動車専用部（暫定２車線）

②

②
③ 

① ① 
③ 
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（１）事業を巡る社会経済情勢等の変化 

１）事業化時からの周辺環境の変化 

①市町村合併の動向 

沿線地域における市町村合併の動向は、平成 17

年 3 月 21 日に柳川市（柳川市・大和町・三橋町

の合併）、平成 19 年 1 月 29 日にみやま市（瀬

高町・山川町・高田町の合併）が誕生し、現在、

沿線地域は 4 市（大川市・柳川市・みやま市・大

牟田市）となっている。 

 

 

 

②人口等の推移 

沿線地域における人口の推移は年々減少傾向にあるものの、高齢者人口は増加しており、高齢化

率は福岡県平均よりも高くなっている。 

前回再評価時（H19 年）以降も人口減少、高齢化が進んでいる。 

 

～人口～                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～高齢者人口～                                      
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30.3%29.4%

26.6%25.5%
28.3%
30.1%

21.9%20.9%
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大牟田市 柳川市 大川市 みやま市 福岡県

（高齢化率）

0

100
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400

大牟田市 柳川市 大川市 みやま市

H2 H7 H12 H17 H19 H21

（百人）

２．事業の必要性 

※柳川市、みやま市は合併後の数値（旧市町分を含む）

※柳川市、みやま市は合併後の数値（旧市町分を含む）

前回評価時

H19 年 

前回評価時

H19 年 

▲沿線地域の市町村合併の動向 

▲沿線地域の人口の推移 ▲沿線地域の人口の伸び率 

（出典：国勢調査、福岡県人口移動調査）

（出典：国勢調査、福岡県人口移動調査）

▲沿線地域の高齢者人口の推移 ▲沿線地域の高齢化率の推移 
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③経済状況の変化 

沿線地域における農業産出額は減少傾向にあるものの、みやま市では増加に転じている。 

製造品出荷額は、大牟田市、柳川市、みやま市で前回評価時（H19 年）以降増加に転じており、

特に大牟田市は福岡県平均の伸びを上回る状況にある。 

商品販売額は停滞・減少傾向にあるものの、伸び率を見ると柳川市・みやま市では福岡県平均よ

りも高くなっている。 

 

～農業～                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～工業～                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～商業～                                         

 

 

 

 

 

 

0.60
0.59

0.61

0.76
0.77

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

H2 H7 H12 H17 H18

大牟田市 柳川市 大川市 みやま市 福岡県

（伸び率）

0

500

1,000

1,500

2,000

大牟田市 柳川市 大川市 みやま市

H2 H7 H12 H17 H18

（千万円）

1.10

1.47

1.06

0.67

0.39

0.33

1.05 1.08

1.01

1.11

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H2 H7 H12 H17 H20

大牟田市 柳川市 大川市 みやま市 福岡県

（伸び率）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

大牟田市 柳川市 大川市 みやま市

H2 H7 H12 H17 H20

（千万円）
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（千万円）

▲沿線地域の農業産出額の推移 ▲農業産出額の伸び 

（出典：生産農業所得調査）

▲沿線地域の製造品出荷額の推移 ▲製造品出荷額の伸び 

（出典：工業統計調査）

▲沿線地域の商品販売額の推移 ▲商品販売額の伸び 

（出典：商業統計調査）

※柳川市、みやま市は合併後の数値（旧市町分を含む）

※柳川市、みやま市は合併後の数値（旧市町分を含む）

※柳川市、みやま市は合併後の数値（旧市町分を含む）

前回評価時

H19 年 

前回評価時

H19 年 

前回評価時

H19 年 
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２）沿線地域の交通情勢 

①道路交通 

平成 19 年度に供用した有明海沿岸道路は８５～１７８百台/日が利用しており、交通量は増加

傾向にある。 

並行する国道 208 号は各断面で交通量が減少しており、整備前は断面交通量の 4～7 割が国道

208 号に集中していた交通が現在は３～５割に減少しているなど、国道 208 号の負荷は軽減され

ている。 

しかし、依然として国道 208 号の交通量は多く、混雑度は 1 を越えている状況にある。 
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▲国道 208 号の交通量と交通容量 

（整備前：H19.10 現況：H21.11）

【整備前】 【現況】

▲各断面の路線別交通量の変化 
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▲各断面の位置図 

（資料：交通実態調査結果）

AA 佐佐賀賀県県境境  

CC 柳柳川川市市内内  

BB 大大川川市市内内  

EE みみややまま市市内内  

DD 矢矢部部川川  

FF 大大牟牟田田北北部部  

HH 熊熊本本県県境境  

GG 大大牟牟田田市市内内  

▲有明海沿岸道路交通量の経年変化
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②自動車保有台数 

沿線地域の自動車保有台数は年々増加傾向にあったが、前回評価時（H19 年）以降は停滞又は

減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③自動車分担率 

沿線４市（大牟田市、柳川市、大川市、みやま市）の「自動車」の分担率は、福岡県平均に比べ

高く、自動車への依存度が高い地域になっている。 

また、沿線４市とも「自動車」の分担率は増大しており、自動車への依存は高まっている。 
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注：各年度末現在の保有自動車台数 

前回評価時

H19 年 

（資料：福岡県警察本部）

▲沿線地域の自動車保有台数の推移 
▲沿線地域の自動車保有台数の伸び率 

▲交通手段の分担率（平日） （資料：北部九州圏パーソントリップ調査）

鉄道 バス・電車 自動車 二輪車 徒歩 全手段
Ｈ５ 2,424 18,889 144,459 64,699 72,756 303,227

Ｈ１７ 2,907 15,927 196,073 48,563 50,615 314,085

Ｈ５ 65 7,964 88,296 35,523 28,040 159,888

Ｈ１７ 137 7,470 106,791 22,583 23,325 160,306

Ｈ５ 25 1,766 55,384 19,222 17,930 94,327

Ｈ１７ 0 1,970 46,762 10,111 13,213 72,056

Ｈ５ 1,903 1,935 56,348 16,344 15,632 92,162

Ｈ１７ 1,680 2,043 59,741 11,407 8,870 83,741

Ｈ５ 425,391 1,108,599 5,297,884 1,485,068 2,647,077 10,964,019

Ｈ１７ 431,008 1,044,522 6,294,519 1,233,051 1,954,769 10,957,869
福岡県

大牟田市

柳川市

大川市

みやま市

交通手段別トリップ数

▼交通手段（平日、全目的） 

（資料：北部九州圏パーソントリップ調査）
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３）これまでの供用により発現した効果 

【交通条件の改善】 

 

 

 

 

①国道 208 号の走行環境の改善 

○有明海沿岸道路の供用に伴い、国道 208 号からは

約 60 百台/日の交通が有明海沿岸道路に転換。

（矢部川断面） 

○国道 208 号の交通量の減少に伴って、主要渋滞ポ

イントであった徳島交差点では渋滞長が大幅に減

少し、国道２０８号の交通事故件数も約２割減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②広域交通拠点へのアクセス性の改善（有明海沿岸道路沿線都市から佐賀空港の利用者が増大） 

○有明海沿岸道路の供用に伴い、佐賀空港への所要時間が短縮

し、大牟田市までが 60 分圏域となったことから、佐賀空

港利用者が約 1.3 倍に増大。 

 

 

 

 

483
400

0

100

200

300

400

500

600

整備前 現況

（件／年）

118

221

157

184

173

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

整備前

現況

有明海沿岸道路 国道208号 国道209号

（百台／日）

405

447

(H19.10.17)

(H21.11.18)

120
160

0

50

100

150

200

250

整備前
（H19年度）

現況
(H21年度）

（百人／年）

有明海沿岸道路の暫定供用に伴う現道交通の転換により、慢性的な渋滞が発生していた「徳島交差点

（主要渋滞ポイント）」の渋滞長が大幅に減少。国道 208 号の交通事故件数も約 2 割減少。 

沿線都市（大川・柳川・みやま・大牟田市）が佐賀空港の 60 分圏域となり、沿線都市からの利用者が増加。

▲矢部川・飯江川断面の交通量の推移

【矢部川大橋開通前（H20.6.12）】 【矢部川大橋開通後（H21.3.24）】

▲徳島交差点の渋滞長変化（夕ピーク時）

渋渋滞滞長長がが  

大大幅幅にに減減少少  

（出典：交通事故統合データベース）

事故発生件数

が約２割減少

利用者が約 1.3 倍増加

（出典：航空旅客動態調査）

▲有明海沿岸道路の沿線都市 
から佐賀空港への利用状況

整備前(H17.1～H20.3) 
現況(H20.4～H20.12) 

▲国道208号の死傷事故発生件数

（資料：交通実態調査結果）

（資料：交通実態調査結果）

78

55

0

20

40

60

80

100

整備前（H17） 現況（H21）

（分）

▲大牟田市から佐賀空港までの所要時間
（出典：H17道路交通センサス）

約２０分短縮し
６０分圏域に 

矢部川・飯江川断面

徳島交差点
有有
明明
海海
沿沿
岸岸
道道
路路  



 道路－5－10

【沿線地域に与えた効果】 

 

 

①安心した暮らしを支援（小児搬送の充実） 

○有明海沿岸道路の供用後、みやま市からの小児搬送先

として大川市内の病院が選択できるようになり、選択

枝が拡大し、小児医療サービスが拡充。 

②地域産業の支援（大川家具の搬送効率化） 

○有明海沿岸道路の供用により、三池港への定時性が向

上し、大川市で生産された家具製品の搬送回数が増加

するなど、搬送効率化に寄与。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域づくりへの支援（企業誘致） 

○大牟田市が整備する大牟田エコ

タウンでは、交通インフラの充

実を背景として企業誘致に成功

しており、有明海沿岸道路が新

たな企業立地の促進に寄与。 

 

15% 13% 10%

40%

8%

0%

15%

6%
9% 8%

61%

9%

2%
6%

0%

20%

40%

60%

80%

-5分以上 -4分 -3分 ±2分 +3分 +4分 +5分以上

整備前（N=40）

現況（N=66)

【平均所要時間】
（整備前）　　　　　　（現　況）

⇒５４分 ４４分

定時性が向上
（誤差±２分以内が約６割に増加）

（資料：企業プローブ調査結果）

▲大川市～三池港間の家具搬送の平均所要時間（往復平均） 

と平均所要時間からの誤差時間の分布

開通前 開通後

１回目

２回目

３回目

４回目

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

▲大川市から三池港への１日当りの搬送回数

１日の搬送
可能回数が
増加 

（資料：企業ヒアリング調査結果）

※整備前は 2007/11/9～2007/12/25、

現況は 2009/10/13～2009/12/1

有明海沿岸道路整備に伴う所要時間の短縮や定時性の向上等によって、救急活動（小児搬送）の充

実、特産品搬送の効率化、新企業の誘致など沿線地域の定住条件の改善や地域産業の活性化を支援。

▲大牟田エコタウンの位置図 （出典：大牟田市パンフレット）

出典：日刊大牟田（H20.7.24） 

74%

26%

58%
29%

13%

久留米市内の病院
大川市内の病院

大牟田市内の病院

内円：供用前（N=31）

外円：供用後（N=31）

▲みやま市からの小児搬送病院

（出典：みやま市消防本部

救急搬送データ）

整備前：平成 19 年中 

現 況：平成 21 年 4～12 月 

整備前 
現況 

現況 整備前



 道路－5－11

 

（２）事業の効果・必要性 

 

 

 

 

○有明海沿岸道路の沿線地域では、大牟田市を中心市とした定住自立圏構想などの広域連携の強化に

よる地域活性化に向けた取り組みが進められており、交流人口の拡大や産業活動における交流など、

沿線地域間の連携強化が求められている。 

○有明海沿岸道路の整備によって、各主要都市間や広域交通拠点までの所要時間が短縮され、地域発

展の核となる都市間の連携、地域相互の交流促進が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

【定住自立圏構想の支援】 

○沿線地域では人口減少、少子高齢化が進む中、大牟田市を中心市として「定住」と「自立」に向け

た取り組みが進められている。 

○有明海沿岸道路の整備により、都市間の連携が強化され、定住条件の改善が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (48 分) 

 (43 分) 

6%

27%

54%

12% 0% 1%

100%
94%

67%

13%

1% 1%0%

20%

40%

60%

80%

100%

10分

位まで

20分

位まで

30分

位まで

1時間

位まで

1時間30分

位まで

2時間

位まで

割合

類計

８割の方が満足する
時間は約２５分

（N=85）

効果・必要性１：地域間の交流・連携の支援 

有明海沿岸道路は有明海沿岸地域の骨格となる交通軸を形成し、有明海沿岸の都市群を連絡す

ることにより沿線都市間の連携、地域相互の交流促進が期待できる 

平成２１年８月に大牟田市が中心市宣言を行い、大牟

田市・柳川市・みやま市をベースに圏域形成がスタート

▲中心市大牟田からの所要時間 25 分圏 

現現況況２２55 分分圏圏  

将将来来２２55 分分圏圏  

▲大牟田市までの所要時間（柳川・みやま市民のニーズ）

▲大牟田市を中心都市とした定住自立圏構想 

▲沿線４市間の所要時間 
（資料：Ｈ17道路交通センサス）

（資料：Ｈ22住民意向調査結果）

 

14分短縮 

▲大牟田市から佐賀空港までの所要時間 

【有明海沿岸道路の旅行速度】

現況（暫定２車線) ： V=60km/h

将来（暫定２車線) ： V=70km/h

一般道路部 ： V=40km/h

76%

94%

60%

70%

80%

90%

100%

現況（H21） 将来（H42）

（人口カバー率）

（N=249,001人）

190,296人

232,863人

▲大牟田市からの２５分圏人口カバー率※ 
※定住自立圏構想圏域内（大牟田市・柳川市・みやま市内）

人口カバー率が
９割以上に拡大

約４３,０００人増加

約５分短縮 
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○大牟田市には福岡県内の約３割の出荷額を占める化学工業、大川市には全国 3 位の出荷額を誇る家

具生産など、特色ある産業が集積しており、これら地域産業の活性化が自立した地域づくりに向け

て重要な課題となっている。 

○有明海沿岸道路は、三池港などの広域物流拠点への連絡性の向上、県間を跨ぐ広域的な物流活動の

迅速化に大きく寄与し、搬送時間の短縮や定時性の向上を通して、地域産業の経済活動の効率化を

支援することが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有明海沿岸道路

大川市

長崎 

佐賀 
福岡 
本州 

熊本 

三池港 

大牟田市 

熊本

効果・必要性２：物流効率化の支援 

有明海沿岸道路の整備により、搬送時間の短縮や定時性の向上等が図られることで、地域産業

の経済活動の効率化を支援することが期待できる 

●紙製品・原材料（佐賀～熊本） 

●ＬＰガス（長崎～熊本） 

●造船部品・鉄鋼（長崎～熊本） 

35%

65%

その他
福岡県内

大川市

福岡県計
（1,000億円）

▲家具の製造品出荷額等(H20) 

▲Ｈ20 家具・装備品製造業の製造品出荷額等（工業地区別）

大川市の家具生産 

大牟田市の化学工業 

（資料：工業統計調査）

県全体の約
４割のシェア

●大川市の家具製品

（沖縄・海外方面）

●大牟田市の化

成品（半導体

の洗浄薬品）

（長崎方面）

▲化学工業の製造品出荷額等(H20)
（資料：工業統計調査）

29%

71%

その他
福岡県内

大牟田市

福岡県計
（5,094億円） 県全体の約

３割のシェア 

▲取扱い貨物別の推移（月平均）

三池港 

▲三池港のコンテナ取扱い量の推移（月平均） 

62
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リーマンショック（H20.9)

部分供用（H20.3)

(TEU)
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増加傾向

（出典：大牟田市資料）
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▲大川市～三池港間の所要時間 

大川市が三池港

の３０分圏内に 

（資料：Ｈ17道路交通センサス）
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○沿線地域の年間観光入込み客は、大牟田市で 239 万人、柳川市で 117 万人と当該 2 市が観光の

核となっているが、近年は両市とも減少傾向にある。 

○施設別の年間観光入込み客数をみると、柳川（川下り）が 32 万人とまとまった集客数があるもの

の、その他の施設は集客数が小さく、小規模な観光施設が散在している状況にある。 

○沿線地域では、新たな観光交流エリアの創出や周遊観光ルートの形成、自治体同士の連携による公

報活動など、観光による地域活性化に向けた取り組みが始まっている。 

○有明海沿岸道路の整備により、観光地や広域交通拠点（佐賀空港等）へのアクセス性が向上するこ

とで、「観光誘致圏の拡大」や「散在する資源の周遊観光ルートの形成」が期待できる。 
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効果・必要性３：観光産業の支援 

有明海沿岸道路の整備により、観光地や広域交通拠点へのアクセス性が向上し、観光誘致圏の

拡大や周遊観光ルートの形成が期待できる 

▲沿線地域の施設別観光入込み客数（H20）
（資料：福岡県観光入込客推計調査）

▲沿線地域の観光入込み客数の推移 

▲観光による地域活性化に向けた取り組み

（出典：自治体ヒアリング調査結果）

観観光光交交流流エエリリアア
のの創創出出  

（（有有明明干干潟潟エエココツツーーリリズズムム））  

宮原坑 

万田坑 

三重津
海軍所跡

沿沿線線地地域域をを周周遊遊すするる
観観光光ルルーートトのの形形成成  

大大川川  

吉吉野野ヶヶ里里  

熊熊本本

柳柳川川  

広広域域観観光光ルルーートトのの検検討討

連連携携ししたた観観光光 PPRR 活活動動

近近代代化化産産業業遺遺産産をを巡巡るる
観観光光ルルーートトのの検検討討  

近代化産業遺産（三池炭鉱宮原坑施設） 

新新たたなな観観光光拠拠点点づづくくりり  
（（ひひままわわりりのの観観覧覧等等））  
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○沿線地域では、大牟田エコタウンプロジェクトや三池港港湾計画など、地域活性化に向けた様々な

開発計画や構想プロジェクトなどが進められている。 

○有明海沿岸道路の整備により、沿線地域の交通の利便性が向上し、工場適地の誘致条件が改善され

など、沿線地域における開発計画や構想プロジェクトへの支援が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性４：地域開発計画や構想プロジェクトの支援 

有明海沿岸道路の整備により、沿線地域の交通の利便性が向上し、沿線地域における開発計画

や構想プロジェクトへの支援が期待できる 

【大川市】～柳川市と観光面で連携～ 

・大川市では、地域活性化に向け観光面に力を入れており、観

光客の多い柳川市との連携を推進 

・取組みの一環として、柳川市と大川市を一緒に紹介したパン

フレットを作成

【柳川市】～柳川ブランド事業の推進～ 

・柳川が持つ自然や農水産物、町並み、

地域特産物等を活用して、地域のイ

メージを向上 

・同時に、その地域イメージを活用し

た地域発の商品開発や観光交流を通

して、その価値や評価を高めること

で、地域や企業の発展を促進 

【柳川市】～新たな観光拠点づくり～ 

・有明海沿岸地域の新たな

観光拠点づくりに向け、

花火大会やひまわりの

観覧、地引き網等のイベ

ントを開催し、川下り以

外の観光スポットを整

備 

【みやま市】～新たな産業拠点整備～ 

・有明海沿岸道路沿線に産業拠点の整備を検討 

【大牟田市】～三池港港湾計画～ 

・三池港と釜山港を結ぶ国際コンテナ定期航

路が就航（週１便） 

・常時 12,000t 級の

船舶が入港可能と

なる三池港港湾整

備事業に実施 

【大牟田市】～大牟田エコタウン～ 

 

【大牟田市】～工場適地の整備～ 

 

 

▲沿線地域の開発計画や構想プロジェクト （出典：自治体ヒアリング調査結果）
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○沿線地域には、重篤救急患者の救命行為を行う三次救急医療施設が無く、久留米市、佐賀市の施設

に依存している。 

○現在、大牟田市から聖マリア病院まで約 41 分※1

かけて搬送しているが、有明海沿岸道路の整備に

より、佐賀県立病院好生館までの所要時間が短縮

され、約 36 分※1 で搬送可能となる。（約 5 分の

短縮） 

○1 分 1 秒を争う救急救命活動において、有明海沿

岸道路の整備による高次医療施設までの所要時

間の短縮は、「救急救命活動の支援」とともに「地

域住民の安心した暮らしの確保」が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29%

50%

0%

20%

40%

60%

80%

現況（H21） 将来（H42）

（人口カバー率）

（N=288,214人）

82,543人

143,077人

▲三次救急医療施設※2 からの沿線４市 30 分カバー圏

現現況況 3300 分分圏圏  

将将来来 3300 分分圏圏  

効果・必要性５：救急医療活動の支援 

有明海沿岸道路の整備により、救急搬送の所要時間が短縮し、地域住民の安心した暮らしの確

保が期待できる 

▲沿線地域からの最寄り三次救急医療施設 

沿沿線線地地域域  

▲沿線４市の 30 分圏人口カバー率 

人口カバー率が
１．７倍に拡大

（資料：Ｈ17 国勢調査）

多量出血では30分で

死亡率は約 50％に 

▲カーラーの救命率曲線 

※2：佐賀県立病院好生館からの所要時間は、現況、将来ともに移転先（佐賀市嘉

瀬町）からの所要時間 

※1：Ｈ17 道路交通センサスより算出（現道は規制速度、有明海沿岸道路は

V=70km/h） 

約６１,０００人増加

（資料：交通量推計結果）
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■救急医療活動のアクセス向上 

 

○対象道路の整備による「消防署から現場」「現場から高次医療施設」への所要時間の短縮により、

道路整備の効果として救われる人命価値が考えられる。 

○有明海沿岸道路の残事業の整備に伴い、柳川市大和町栄付近の現場から第二次救急医療施設（鎌田

外科病院）までの搬送時間が約 1 分短縮（約 16 分→約 15 分）され、多量出血時の救命率が約 2％

向上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.1 15.0

0

5

10

15

20

未整備 整備後

（分）

有明海沿岸道路の整備に伴う所要時間短縮による救急医療活動のアクセス向上便益は、全事業

で約 33 億円※3、残事業で約 5 億円※3と試算される 

(※3)は供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）

▲整備効果受益対象地域※2 

搬送時間が
約１分短縮

▲柳川市大和町栄付近～ 
第二次医療施設までの所要時間※1

(※1)の所要時間は疾病者発生から通報までの時間＋搬送時間

▲カーラー救命曲線と搬送時間短縮効果 

多量出血時の救命率
が約２％向上 

未整備 

整備後 

【受益人口（H42）】 
残事業： 約６,３００人
全事業：約１４,１００人

(※2)の対象地域は対象路線の整備により「消防署から現場」及び「現場から高次医療施設」までの

所要時間がそれぞれ1分以上短縮する地域を設定 

●残事業：約１分短縮 
（15.3 分→14.3 分） 

●残事業：約１分短縮
（16.1 分→15.0 分）

●全事業：約２分短縮
（17.3 分→15.0 分）

●全事業：約２分短縮
（17.8 分→15.7 分）
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○沿線地域は、朝・夕の通勤時間帯を中心に、国道 208 号などの幹線道路において交通混雑が著し

い状況となっており、地域の産業活動や生活活動に大きな支障をきたしている。 

○有明海沿岸道路の整備により現道交通が転換し、「交通混雑の解消・緩和」が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲沿線地域の渋滞状況 

効果・必要性６：交通混雑の解消・緩和 

有明海沿岸道路の整備により、並行する現道交通が転換し、国道 208 号等の交通混雑の解消・

緩和や定時性の向上が期待できる 

（資料：九州地方整備局資料） 

152

82

0

50

100

150

200

現況（H21） 将来（H42）

（万人時間/年）

▲一般国道208号※の損失時間 

７０万人時間/年減少
（約５割減少） 

※福岡県内の国道208号を対象 

▼国道208号大川市内 

【旅行速度】 
  現況：H21.11.18調査結果（16時台）
  将来：交通量推計結果より算出 
【交通量】 
  現況：H21.11.18調査結果 
  将来：交通量推計結果 

180
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21.7

26.3
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50

100
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200

250

300

350

現況（H21） 将来（H42）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

日交通量（百台/日） 旅行速度（km/h）

（1.29）

（0.87）

交通容量（１４０）

（百台/日） （km/h）

▲大川市内（区間1064）の旅行速度と混雑度 

旅行速度が 

４.６km/h 改善 

交通量が約６０百台/日減少

（混雑度が 1.0 以下に低下）

（ ）内は混雑度 

（H21.3.24） 
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■所要時間の信頼性の向上 

 

○道路整備により、平均的な所要時間が短縮するだけでなく、所要時間の変動（ばらつき）が減少し、

遅刻しないために見込む余裕時間も短縮される。 

○有明海沿岸道路に並行する国道 208 号（センサス区間 1061～1064）は、残事業の整備により、

所要時間が約 1.0 分短縮される。 

（H42 推計値：未整備約 27.2 分 → 整備後約 26.2 分） 

○所要時間の短縮により、同区間における余裕時間も約 0.8 分短縮される。 

（H42 推計値：未整備約 12.9 分 → 整備後約 12.1 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有明海沿岸道路の整備による所要時間の信頼性向上便益は、全事業で約 121 億円※、残事業で

約 22 億円※と試算される 

(※)は供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）

▲国道208号(区間1061～1064(矢部川以北))の余裕時間の変化 

▲国道208号(矢部川以北)の所要時間 
と余裕時間(乗用車)

区間 1061～1064 

（H42年次の交通量推計結果を基に算出）

有明海沿岸道路の暫定供用により、国道 208 号の所要時間が短縮し定
時性（所要時間の信頼性）が向上 

50 46

0

20

40

60

整備前 現況

（分）

▲国道208号(大牟田市役所前～中原交差点)
の平均所要時間

平均所要時間が短縮（５０分⇒４６分）

8%

25%

50%

0%

17%

0%
8%

75%

17%

0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

-4分以上 -3分 ±2分 +3分 +4分以上

整備前(N=12)

現況(N=12)

▲平均所要時間からの誤差時間の分布

定時性が向上
（誤差±２分以内が約８割）

（資料：旅行速度調査結果）整備前(H19.10.17)、現況(H21.11.18)
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【残事業】 【全事業】
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○沿線地域の死傷事故率をみると、大牟田市が県内ワースト 4 位、柳川市が県内ワースト 12 位に位

置しており、交通事故の危険性は依然として高い地域となっている。 

○特に、国道 208 号は全区間が県平均死傷事故率を上回っており、沿線地域全体の事故危険箇所（9

箇所）の約半数（5 箇所）が集中しているなど、交通の安全性が低下している状況にある。 

○有明海沿岸道路の整備により現道交通が転換し、「交通事故の削減」が期待できる。 
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※死傷事故率：１億台キロあたりの年間死傷事故件数（H17～H20 年平均）

▲沿線地域のセンサス区間別死傷事故率※と事故危険箇所 

（出典：交通事故統合データベース）

▲市町村別死傷事故率※ランク（上位20位）

（出典：福岡県特定交通安全施設等整備事業実施計画書（H21.5））

▲ 一般国道208号※の死傷事故率 
と死傷事故件数

※福岡県内の国道208号を対象 

効果・必要性７：交通安全性の向上 

死傷事故率の高い国道 208 号から、安全性の高い有明海沿岸道路へ交通が転換することで交通

事故の削減が期待できる 

４位

１２位

（出典：交通事故統合データベース）

（死傷事故率※） 

死傷事故件数が９８件/年減少
（死傷事故率は約２割減少） 

   内は死傷事故率 

２３９

１８９



 道路－5－20

 

（３）事業の投資効果 

①事業の目的 

 

 

 

②費用便益効果分析結果【残事業】 

■便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基準年 平成２２年度 

供用年 平成２４年度 

初年便益 19 億円 4.4 億円 2.8 億円 26 億円

基準年における現在価値（Ｂ） 760 億円 190 億円 103 億円 1,052 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合 計 

基準年 平成２２年度 

単純合計 560 億円 58 億円 618 億円

基準年における現在価値（Ｃ） 362 億円 21 億円 383 億円

■評価指標の算定結果（全事業区間） 

費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ ＝ ２．７ 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
※ Ｂ／Ｃの算定には、関連事業を含め算出している。 

③費用便益効果分析結果【全事業】 

■便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基準年 平成２２年度 

供用年 平成２０年度 

初年便益 46 億円 6.4 億円 2.1 億円 54 億円

基準年における現在価値（Ｂ） 2,561 億円 439 億円 202 億円 3,202 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合 計 

基準年 平成２２年度 

単純合計 1,996 億円 136 億円 2,132 億円

基準年における現在価値（Ｃ） 2,046 億円 59 億円 2,105 億円

■評価指標の算定結果（全事業区間） 

費用便益比（ＣＢＲ） Ｂ／Ｃ ＝ １．５ 

注) 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
※ Ｂ／Ｃの算定には、関連事業を含め算出している。 

有明佐賀空港や三池港などの広域交通拠点および大牟田市、柳川市、大川市、佐賀市、鹿島市など

の有明海沿岸の都市を連結し、幹線道路や都市内の交通混雑緩和と交通安全の確保、地域間の連携や

広域交流の促進を図り、地域の生活の利便性向上や活力あるまちづくりを支援する。 
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（４）事業の進捗状況 

①事業の経緯 

時 期 
大牟田高田道路 

L=8.6km 

高田大和バイパス 

L=8.9km 

大川バイパス 

L=10.0km 

S60年度  都市計画決定  

S63年度  事業化  

H2年度  用地着手  

H5年度   事業化 

H7年度   用地着手 

H10年度 都市計画決定 都市計画決定（変更） 都市計画決定 

H11年度 事業化   用地着手   

H12年度 工事着手 工事着手 事業化（延伸） 

H14 年度   工事着手 

H19 年度 L=6.7km 供用（2/4） 
大牟田市岬町～みやま市高田町黒崎開 

L=3.1 供用（2/4） 
みやま市高田町黒崎開～みやま市高田町徳島

L=2.4km 供用（2/4） 
柳川市東蒲池～大川市三丸 

H20 年度  L=2.0km 供用（2/4） 
みやま市高田町徳島～柳川市大和町栄 

 

H23 年度 L=1.9km 供用目標（2/4） 
大牟田市新港町～大牟田市岬町 

L=3.2km 供用目標（2/4） 
柳川市大和町栄～柳川市大和町徳益 

 

 

②事業費の進捗状況 

平成２1 年度末までの用地取得進捗率は 96％に達している。 

項目 全体事業費 Ｈ２１年度末進捗 進捗率 

事業費 約 2,010 億円 約 1,344 億円 約 67% 

 うち用地補償費 約 332 億円 約 320 億円 約 96% 

※進捗率は事業費ベース 

③前回評価時からの事業計画の変化 

項目 前回評価（Ｈ１９年度） 今回評価（Ｈ２２年度） 

事業費 

（現在価値化後） 

約 2,380 億円 

（2,080 億円） 

約 2,010 億円 

（2,046 億円） 

計画交通量 

32,700 台/日 

36,400 台/日 

27,300 台/日 

21,000 台/日 

20,700 台/日 

22,200 台/日 

残事業Ｂ／Ｃ     ７．０  ＝     ２．７  ＝ 

全事業Ｂ／Ｃ     ３．３  ＝     １．５  ＝ 

※〔 〕書き上段：現在価値化後の便益、下段：現在価値化後のコスト 

④事業費減額の理由 

項目 前回評価 今回評価 変更内容 理由 

－約 367 億円 当面暫定２車線整備を行うことによる
事業費 約 2,380 億円 約 2,010 億円 

－約 3 億円 新技術・新工法の活用等による 

7,188 億円

1,028 億円

7,188 億円

2,201 億円

1,052 億円

383 億円

3,202 億円

2,105 億円
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（１）今後の事業進捗の見込み 

有明海沿岸道路の平成 21 年度末の事業進捗率は、事業費ベースで約 67％であり、そのうち、用地

進捗率は約 96％に達している。 

現在、平成 23 年度には三池港 IC～大牟田 IC 間（L=1.9km）、大和南 IC～徳益 IC 間（L=3.2km）

の供用を目指し整備を進めており、その他未供用区間の早期供用に向けて整備を推進していく。 

 

（２）地域の協力体制 

◆期成会・連合会等 

名  称 主な構成メンバー 活動状況 

有明海沿岸道路建設促進福岡県期
成会 
 
（活動内容） 
地域高規格道路「有明海沿岸道路」
の整備促進について 

大牟田市長（会長） 
みやま市長 
柳川市長 
大川市長 
大牟田市議会 
みやま市議会 
柳川市議会 
大牟田市議会 

〈総会〉 
H19.7.17 
H20.7.3 
H21.6.29 
H22.7.2 

〈要望活動〉 
H19.8.28（整備局） 
H19.8.29（本省） 
H20.8.20（整備局） 
H20.4.9（本省） 
H21.7.22（整備局） 
H21.7.23（本省） 
H22.7.5（整備局） 
H22.7.6（本省） 

久留米地方拠点都市地域整備推進協議
会 
 
（活動内容） 
有明海沿岸道路・国道208 号バイパス
建設 

久留米市長（会長） 
大川市長 
小郡市長 
うきは市長 
大刀洗町長 
大木町長 
広川町長 

 〈要望活動〉 
H19.11.8（整備局） 
H19.11.15（本省） 
H20.11.14（整備局） 
H20.11.17（本省） 
H21.11.11（整備局） 
H21.11.17（本省） 

久留米広域市町村圏事務組合 
 
（活動内容） 
有明海沿岸道路・国道 208 号バイパ
ス建設 

久留米市長（組合長） 
大川市長 
小郡市長 
うきは市長 
大刀洗町長 
大木町長 
広川町長 

 〈要望活動〉 
H19.11.8（整備局） 
H19.11.15（本省） 
H20.11.14（整備局）
H20.11.17（本省） 
H21.11.11（整備局）
H21.11.17（本省） 

九州中部商工連合会 
 
（活動内容） 
地域高規格道路 有明海沿岸道路
（大牟田市～鹿島市）の早期整備 
 

大牟田商工会議所（会長） 
久留米商工会議所、佐賀商工会議所、八女
商工会議所、みやま市商工会、柳川市商工
会、鳥栖商工会議所、島原商工会議所、山
鹿商工会議所、菊池市商工会、大川商工会
議所、長洲町商工会、朝倉商工会議所、筑
後商工会議所、柳川商工会議所、鹿島商工
会議所、嬉野市商工会、太良町商工会、諫
早商工会、有明町商工会、諫早市商工会、
雲仙市商工会、南島原市商工会、荒尾商工
会議所、玉名商工会議所 

 〈要望活動〉 
H19.6.28（整備局） 
H19.9.20（本省） 
H20.11.26（整備局）
H20.9.18（本省） 
H21.11.30（整備局）
H21.9.17（本省） 

大川瀬高間佐賀線跡地道路建設促
進期成会 
 
（活動内容） 
旧国鉄佐賀線跡道路建設の早期実

現について（国道 208 号バイ
パス（有明海沿岸道路）大川
バイパス建設） 

大川市長（会長） 
柳川市長 
みやま市長 
大川市議会議長 
柳川市議会議長 
みやま市議会議長 

〈総会〉 
H19.7.25 
H20.5.19 
H21.5.29 

〈要望活動〉 
H19.10.23（整備局）
H19.11.13（本省） 
H20.10.21（整備局）
H20.11.12（本省） 
H21.10.23（整備局）
H21.11.25（本省） 

 

◆協力体制 

組織名 業務内容 

大牟田市役所 有明海沿岸道路・新幹線建設推進室 

みやま市役所 都市計画課 

柳川市役所 まちづくり課 

大川市役所 都市建設課 

地元対応及び地域情報窓口 

３．事業の進捗の見込み 
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（３）環境・景観への取り組み状況 

①環境への配慮 

平成１６年度の環境調査において、本事業を実施する区域及びその周辺において自動車走行に起因

する騒音、振動、大気質、地形及び地質、日照阻害、動物・植物・生態系、景観、及び人と自然の触

れ合いの活動の場に与える影響について検討した結果、騒音及び大気質は環境基準を、振動は要請限

度を満足しており、また、その他希少な動植物に対する影響等についても動植物が生息するための同

様な環境は周辺に広く存在することから軽微であると予測されている。 

なお、工事実施中においては、低騒音機械の使用等の環境保全対策を図る。 

 

 

②景観への配慮 

道路附属物（照明柱、標識柱、防護柵、落下物防止柵等）の設置にあたっては、周辺景観との調和

を考え、色彩を統一するように検討を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼周辺景観との調和を考慮した防護柵（グレーベージュ） 
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○事業の実施にあたっては新技術・新工法の積極的活用等により着実なコスト縮減を図る。 

◆公共工事等における新技術活用システム（ＮＥＴＩＳ）の活用 

・軟弱地盤対策において、NETIS に登録されている新工法（ＳＲ工法）を採用 

 
 
 
 
 
 

◆建設発生土の利用 

・農林水産省、大牟田市の建設発生土を有明海沿岸道路の盛土材として無償で受け入れら

れるよう調整。 

 
 
 

 

 

○事業内容を当面暫定２車線整備に必要な事業費に見直し。 

 

○当該事業は、都市計画決定（平成 10 年 10 月、平成 11 年 1 月）のもと整備を進めており、現在ま

でに 27.5km のうち、既に 23.8km（自動車専用道路部 14.2km、一般道路部 9.6km）が供用して

いる。 

○今後の事業における事業手法、施設規模については、現計画が妥当である。 

 

４．コスト縮減や代替案立案等 

ＳＲ工法施工状況 （従来）浅層改良（バックホウ混合） 

     ↓ 

（新） 自走式地盤改良機 

【コスト縮減額：約２億円】 

【コスト縮減額：約１億円】 
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〔事業継続〕 

有明海沿岸道路（大牟田高田道路・高田大和バイパス・大川バイパス）は、有明海沿岸都市群の連

携強化や交流促進、交通混雑の緩和や交通安全性の向上に寄与する道路である。 

また、本事業の早期完成を求める声は非常に強く、地元自治体及び期成会などから積極的な整備促

進要望がなされているところである。 

事業進捗率は、事業費ベースで約 67％〔約 1,344 億円/約 2,010 億円〕（平成２１年度末）であ

り、そのうち用地進捗率は約 96％〔約 320 億円/約 332 億円〕に達しており、事業の推進を図るこ

とにより、高速ネットワークが形成され、周辺地域等への整備効果の発現が大きく期待できることか

ら、当該事業区間の全線暫定２車線供用に向けて事業を継続することとしたい。 

なお、４車線化（完成）については、交通量の増加など必要に応じ、新たな事業評価を実施し、妥

当性の検証を行う。 

 

 

 

 

 

５．対応方針（原案） 
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巻 末 資 料 
 

（大牟田高田道路・高田大和バイパス・大川バイパス） 
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